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研究成果の概要（和文）：　２年生時においては，自己と算数との関係の子どもの捉えは，緩やかであるものの確実な
ものとして，形成されていた。小学３年生時においては，自己と算数との関係を子どもはさらに明確に意識し，何人か
は自己の将来の目標と算数学習の意義を述べていた。小学４年生時においては，算数に関するアイデンティティの形成
に対しての家庭での影響は，２，３年生時における程には強くはなく，算数学習について，自己に対する意識がより強
い要素となり，アイデンティティの形成に影響を及ぼしていた。学年があがるに従って，算数に関するアイデンティテ
ィは数学的知識の形成により強い影響を及ぼすことも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The second grade elementary school students formulated identities on elementary 
mathematics. However, these identities were not so stable but fluid. In the third grade they were 
conscious of their ‘self’. Some were conscious of their goal of future and reason why they should learn 
elementary mathematics. In the fourth grade influence of family to formulation of identities on 
elementary mathematics decreased gradually. The influence of family was still superior, but conscious of 
their ‘self’ was more superior element for formulating identities on elementary mathematics. It was 
also found that identities on elementary mathematics influenced stronger on constructing elementary 
mathematical knowledge in proportion as their moving up to next grade.

研究分野： 数学教育学
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１。研究開始当初の背景 
 算数・数学に関する子どものアイデンティ
ティーに関する研究は，米国を中心として盛
んに実施されていたものの，我が国において
はいまだ開発が必要な分野であった。しかし
ながら，算数・数学に関する子どものアイデ
ンティティーは，算数・数学における情意や
信念と密接に関わり，自己意識の総合体とし
て，算数学習に影響を及ぼすことが，強く予
想され，我が国においても算数・数学に関す
るアイデンティティーの研究を進展させる
必要があった。 
 国外の研究に注目すると，Emposn (2003) 
が，米国の２名の小学１年生が分数の単元の
授業において遅滞した活動をしながらも，役
割を与えられ，発言をし，授業に参加してい
く過程を論じた。Emposn (2003) において力
点が置かれていたのは，これら２名の子ども
が緩やかであっても確かに数学的な活動を
深化させている点と，教師によって授業に参
加する機会を与えられることによりアイデ
ィンティティーを確立していく点であった。 
数学授業における相互作用を通した社会

数学的規範の研究で有名な Cobb, P。たちも
近年の研究である Cobb, Gresalfi & Hodge 
(2009) において数学授業における米国の中
学生のアイディンティティーの形成を扱っ
た。Cobb, Gresalfi & Hodge (2009)では中
学生の数学の理解と学級での価値判断との
関係や，調査対象となっている中学生が自身
の数学的能力を友人の数学的能力と比較し
評価する様子を取り上げ，アイディンティテ
ィーの様態を考察する切り口としていた。 
  算数・数学に関するアイデンティティーの
定義に関しては，Bishop (2012) が七つの研
究のアイデンティティーもしくは算数・数学
のアイデンティティーの定義を六観点から
考察した。六観点とは，活動 (実践に基づい
た)，物語 (談話の重要視)，場所的 (文脈が
特殊な)，多くの階層からなる要因 (分析の
様々な最小単位の大きさ)，信念 (気質の要
素)，及び人種や集団を含む広く社会的歴史
的な要因の強調であった。Bishop (2012) は
算数・数学のアイデンティティーを,“私は
アイデンティティーを，特定の社会的文脈で
交渉され，過去の歴史，出来事，個人の物語，
経験，慣例によって生気を与えられた自分の
動的考察，及び参加の仕方として定義する。
アイデンティティーは与えられた共同体で
彼(女)が何者であるかに依存し，そういうも
のとして個人において及び集団においいて
定義される。アイデンティティーは，参加に
おける役割や方法 (例えば，数学授業での問
題の提出者としての役割) に関連するけれ
ども，私はアイデンティティーをより広い意
味で定義する。アイデンティティーは，存在
の仕方や話し方，物語，及び役割という語に
は必ずしも含まれない側面である感情，態度，
信念といった情意的構成要素をもまた含む 
(p。39),”と定義した。Bishop (2012) によ

る定義は情意的領域に明確に言及している
点で卓越したものである。 
 
２。研究の目的 
この研究の目的は，子どもが算数・数学授

業を通して形成し，比較的長期にわたり保持
し，しかも数学的活動に影響を及ぼすアイデ
ィンティティーの様態と形成過程，アイディ
ンティティーの様態を決定する心理的ない
し社会的要因，およびアイディンティティー
と数学的知識の形成の関係とを明らかにす
ることであった。 
 

３。研究の方法 
 研究目的を達成するために，算数・数学授
業の参与観察とインタビュー調査を行った。
アイディンティティーの幾つかの特徴は文
献から得られるものの，数学教育における比
較的新しい研究概念であることから，調査研
究によってアイディンティティーを見出し
ていった。研究は３年計画とし，小学校２年
生期から追跡的に３年生期，４年生期と，同
一の６名の調査参加者へのインタビューを
行い，同時に調査参加者が所属する学級にお
ける算数授業の参与観察を行った。算数授業
への参与観察は一年度につき２回から３回
行い，参与観察の前後にインタビュー調査を
行った。さらに調査参加者にインタビューと
は気付かれないような，自然な日常会話を通
してもインタビューを行い，データを蓄積し
ていった。 
 参与観察とインタビューによる研究方法
の理論と技法については，授業を対象とする
場合や，個人の知識形成を対象とする場合で
の質的研究方法の理論的源流の一つである
現象学の流れをくむ理論と技法を参考とし
た。現象学的な立場では人間のもつ本質の総
合的な全容が見えるまで多様な視点により，
現象を捉える必要性を主張している。 
平成 24 年度は 10 月に調査参加者となる小
学校２年生６名を選び，各調査参加者に 30
分程度のインタビューを行った。６名という
人数は，追跡調査の中途における子どもの不
参加を考慮に入れた人数であり，子どもの実
態に応じて調査参加者の人数を減らす可能
性を含む人数であった。 
10 月に１回目の授業の参与観察を行った。

授業の参与観察を一単元を通して行い，調査
参加者に対してインタビューを実施した。平
成 25 年２月に２回目の授業の参与観察を一
単元を通して行い，調査参加者に対してイン
タビューを行った。 
 授業の参与観察においては各々の調査参
加者の活動を一人につき１台のビデオカメ
ラで記録した。他に教室の前方からと後方か
らとにより１台ずつのビデオカメラで記録
カメラで授業を記録した。参与観察で使用す
るビデオカメラは合計８台であった。インタ
ビューにおいては調査参加者の全体を１台，
手で紙面に書く活動を１台，合計２台のビデ



オカメラで記録した。 
平成 25 年度は，10 月に３回目の授業の参

与観察を行った。授業の参与観察を一単元を
通して行い，調査参加者に対してインタビュ
ーを実施した。平成 26 年２月に４回目の授
業の参与観察を一単元を通して行い，調査参
加者に対してインタビューを行った。  
平成 26 年度には，７月に５回目の授業の

参与観察を行った。授業の参与観察を一単元
を通して行い，調査参加者に対してインタビ
ューを実施した。11 月に６回目の授業の参与
観察を一単元を通して行い，調査参加者に対
してインタビューを実施した。平成 27 年２
月に７回目の授業の参与観察を一単元を通
して行い，調査参加者に対してインタビュー
を実施した。 
なお，各単元の参与観察の最中に作文「算

数と私」を調査参加者に書かせた。 
 
４。研究成果 
 小学２年生時においては，素朴な個人的ア
イデンティティーとして，数学者への素朴な
同一視，算数が得意で好きである者としての
自覚などが見られ，素朴な規範的アイデンテ
ィティーとして算数授業での規範性が反映
する学級集団への帰属意識が見られた。これ
らの素朴なアイデンティティーを形成する
要因としては，算数が得意であること，算数
に対する強い好意性，算数学習への素朴な義
務感，算数で扱う数学的知識の重要性への意
識などがあり，これらの要因は互いに連関し
ているとの知見を得た。 
(1) 素朴な個人的アイデンティティーの同
定 
 或る調査参加者 Waku が算数を学習する存
在として自分を意識し，自分の活動が家庭，
塾，および学校で連続していると意識してい
ることから斉一性と連続性とを自覚してい
た。他者による Waku の存在の承認の自覚に
ついては，授業における教師や級友による
Waku の存在の受け入れや教師が優しく教え
てくれるという発言から，Waku はその自覚を
もっている。以上より，Waku は素朴な個人的
アイデンティティーを有していたと判断す
る。Waku が将来就きたい職業として数学者を
あげたのは，算数が得意で好きである者とし
ての自覚という素朴な個人的アイデンティ
ティーと関連するのだろう。ただし，他者か
らの承認については，教師という庇護者的な
位置にある存在からの承認と，ピアグループ
的性格を一面でもつ集団からの承認という
ことで，Waku はその承認を年長者程には意識
し得ていなかっただろう。その点から Waku
の形成していた個人的アイデンティティー
は素朴なものであった。 
(2) 素朴な規範的アイデンティティーの同
定 
 様々な素朴な規範的アイデンティティー
を Waku は形成していた。それらは教師によ
る学級経営や算数授業を行う上での方針が

規範化し参与観察した学級の殆ど総ての子
どもの素朴な規範的アイデンティティーと
なったものであった。例えば，授業中に発言
するときは挙手をする，グループ学習のとき
は決められたグループを作るなどは参与観
察した授業において非常にしばしば見られ
た素朴な規範的アイデンティティーを反映
する行動であった。 
算数に関して形成された素朴な規範的ア

イデンティティーとしては，考えたことを式
で表すが例としてあげられる。子どもが数学
的言語・記号を使うこと，自分が考えたこと
を直ぐに数学的言語・記号を使って表そうと
することは，数学的言語・記号が一種の文化
的道具だとすれば，それは素朴な規範的アイ
デンティティーを反映すると言わねばなら
ない。たとえ，一般的な言語・記号であった
としても，共同体で用いられる限り，それは
その共同体の規範を反映する。何れにしても，
Waku は教師による学級経営と算数授業の実
施の中で，学級の規範を受け入れ，算数授業
で用いられる言語・記号を共有し，算数授業
が行われる学級への帰属意識である素朴な
規範的アイデンティティーを形成した。 
(3) 素朴なアイデンティティーを形成する
諸要因 
 Waku の素朴なアイデンティティーを形成
する諸要因としては，算数が得意であること，
算数に対する強い好意性，この好意性と連関
する算数学習に対する素朴な義務感，数学的
知識の重要性に対する意識などがあった。こ
れらの諸要因は Waku が自分自身と関連させ
て複数回，言語化したことから同定したもの
であった。 
アイデンティティーと情意との関連はし

ばしば取り上げられる。この研究においても，
Waku の算数への好意が表れ，それらは Waku
の算数が得意であることの自覚，好意性を高
めなければならないとの自覚，および算数を
自分の体の一部と見なす程の一体感をもっ
た素朴な義務感と関連した。算数が好きだか
ら得意，ないしは得意だから好きという相互
方向からの関係が見られることは驚く程の
ことではない。小学校低学年ではこの種の好
意と算数学力との双方向性はしばしば見ら
れる。驚くべきことは Waku が好意性をさら
に高めなければならないという意識をメタ
レベルでもっていたことである。その意識は
算数についてもっと詳しくなりたいから数
学者になりたいとの発言や数学の重要性に
係る発言とも関連し，素朴に同一視している
数学者が Waku の将来像になっていた。しか
しながら，小学２年生にしては強すぎるよう
なこの種の素朴な個人的アイデンティティ
ーは，算数に対する一種の義務感を生じさせ
ることにもなった。この素朴な義務感は，た
だし，Cobb, Gresalfi & Hodge (2009)が扱
うほど，儀礼的ではない。Waku の場合，授業
中は楽しんで授業に参加しており，如何なる
強迫性をも受けている様子はなかった。 



 Cobb, Gresalfi & Hodge (2009)の言う自
他の数学的能力の評価を Waku も示し，その
評価には変化があった。一回目のインタビュ
ーでは Waku にとって級友は自分より算数が
得意でない者であったが，二回目では頼れる
仲間となっていた。これは Waku の素朴な個
人的アイデンティティーと規範的アイデン
ティティーが特に自他の評価という点で劇
的に変化したことによる。算数授業において
ピアグループ的な学級集団の構成員であっ
た級友が，信頼し得る探求者であり協力者で
あることを，授業を経験するうちに Waku は
意識し得たのであった。その背景の一つには，
単元かけざんでは Waku が自力で学習できる
教材が扱われた一方で，単元はこの形では級
友と協力して活動をしなければならない教
材が扱われたことがあった。 
(４)算数の一貫したアイデンティティー 
 小学３年生時においては，小学２年生時と
一貫した性質をもつアイデンティティーが
或る調査参加者 Yuri に見出された。見出し
た算数の一貫したアイデンティティーは，
算数と生涯係わるとのアイデンティティー，
算数の情意としてのアイデンティティー，
算数授業で級友と比較するアイデンティテ
ィー，及び算数授業で教師を信頼するアイ
デンティティーであった。 
 算数・数学と生涯係わるとのアイデンテ
ィティーは，時点一と時点二，時点三では
家族―特に母親―への同一化によって形成
されていた。その形成には両親への憧れ，
母親から家庭で勉強を教わっているという
文脈が係わっていた。大人の代表である両
親の数学的実践が算数とは生涯係わるもの
だという信念に基づく算数・数学のアイデ
ンティティーを形成させたのであった。身
近な人間への同一化が児童期のアイデンテ
ィティー形成に影響を及ぼすことは不思議
ではない。他方で，時点四では算数と生涯
係わることを述べながらも，両親への同一
化に係わる言及がされていなかった。時点
四では算数と生涯係わる理由として様々な
場所で算数を使うことを Yuri はあげでい
た。時点四ではこの理由が両親への同一化
から，より社会的な状況に移行していた。
勿論，時点四で言語化されなかったものの，
Yuri にとって両親は最も影響を受ける人
物として存在しているだろう。時点四での
変容の理由として，発達により Yuri の意
識が家族から社会的な状況に向かっている
ことがあげられるものの，このデータのみ
では結論づけ得ない。 
 算数・数学の情意としてのアイデンティ
ティーは，算数が好きで楽しいという好意
的な情意によって四つの時点を通して一貫
して形成されていた Yuri の認知的成功が
もたらすもので，数学的知識の獲得，問題
解決の成功が，その形成の契機となってい
た。算数に関する認知的な成功経験が良好
な情意を形成することは， Waku のケース

にも見られた。算数・数学に関する中学生
の認知と情意との因果関係に比較して考察
すると，Yuri や Waku においても学年の進
行に従ってより複雑な情意の様相が表れる
ものと予測できる。 
 Yuri の好意的な情意は算数授業で扱わ
れた教材に影響されるものでもあった。特
に，分数には Yuri は繰り返し好意的な情
意を示した。Yuri にとって分数は折り紙を
折ることによって，分母が無限に大きくな
る数で,“きりがなくなる”のであり,“く
ふう”が必要な数である。分数を巡っては，
Yuri の情意と認知とが密接に関連してい
る状態なのかも知れない。 
 算数授業で級友と比較するアイデンティ
ティーの一貫性は，Yuri が級友との認知的
成功の違いを四つの時点を通して意識し，
学級の中で自分を位置づけたことに見られ
た。児童・生徒の算数・数学授業における
級友との比較は，Cobb, Gresalfi & Hodge 
(2009)においても議論されており，授業と
いう知的活動がなされる学級という共同体
では，構成員の認知的違いがアイデンティ
ティーの形成に影響を及ぼすことは起こり
得ることである。Yuri の場合，時点一では
自分が認知的に成功するか否かが学級への
帰属意識を左右してもいる。こうした自他
の認知的成功に対する評価が，時点一では 
“羨ましい”, “かわいそうだな” などの
情意的な発言として，時点二では “すごい”，
時点三では“計算すごい”，時点四では“分
かる人はすごい”などの発言として表れて
いる。 
自他の認知的成功に対する評価の他に，

Yuri は算数を行う学級集団を仲間と見做
す意識をもっている。算数には “自分の力” 
と “仲間の助け合い”が関係するとのの発
言は，Yuri が自力解決と討論という我が国
の特徴的な算数授業に参加することで，算
数・数学のアイデンティティーを形成して
いることを示す。算数授業に参加している
際の級友は Yuri にとって切磋琢磨する存
在なのだろう。 
 算数授業で教師を信頼するアイデンティ
ティーが，四つの時点を通して見られた。
Yuri にとって，時点一ではお世話をしてく
れる教師が “ありがたい”者であり，時点
二では自分たちのために “頑張ってくれて
る”者で，時点四では教師は “教えてくれ
る大事な人”である。時点三では Yuri の
教師への信頼がメタ的意識として表れた。
Yuri にとって教師は “大きな数で，教え
てくれたのが，頭に記録されると，それを
教えてくれたのが，先生だから，ずっと頭
の中に，いるような存在”である。時点三
の年度では新担任となったことから，その
影響がこのメタ的意識に影響を及ぼしたと
も考え得るものの，算数授業では Yuri に
とって教師は数学的知識と共に自分の頭脳
に記憶される者として意識されていたので



ある。 
 Yuri のもつ小学２年生時から３年生時の
算数の一貫したアイデンティティとして，四
つを見出したものの，それらの連関性までは
探り出せていない。勿論，算数・数学の複数
のアイデンティティが独立的に形成され，そ
れらが発達に従って統合されていくことは
理論的には十分に予測できることであり，調
査の継続が必要である。 
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